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IRサイトでは、決算短信、決算説明資料など更に詳しい決算情報がご覧になれます 
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IRサイトでさらに詳しく

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー（CF）計算書の概要 （単位：百万円）

当第2四半期の業績について
米中貿易摩擦など、世界的な景気不透明感の影響を受け減収。
販売台数減少に伴う工場稼働率低下、固定費割合増により
利益面でも厳しい進捗となりました。
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POINT  B/S：欧州テックセンター建設や宮崎工場（精
密金型・成形事業）の増築などにより、固定資産が増加する
も、売上債権及びたな卸資産等の減少により総資産は前
年同期比31億86百万円減少。前期末に比べ円高に推移
したことにより、海外子会社の資本金等の換算により生じ
る為替換算調整勘定が減少したことで、純資産は微減。

POINT  営業CFは、売上債権の減少等により58億7百万
円のプラス。投資CFは、有形固定資産の取得等により、33億92
百万円のマイナス。財務CFは、長期借入金の返済等により13億
35百万円のマイナス。現金及び現金同等物の四半期末残高は
前期末比で6億45百万円増の332億95百万円となりました。

流動負債
31,804

21億27百万円

327億17百万円売上高

営業利益今回は金属3Dプリンタの「SRT工法」について開発担当者がご説明します。

大型金型部品の安定造形を可能とする「SRT工法※」を開発
ソディックの現場から

 「SRT工法」とは？

　金属3Dプリンタでは造形中、造形物に強大な応力が発生
します。この主な原因は、金属3Dプリンタの造形原理に由
来します。
　金属3Dプリンタでは、レーザー光を照射して金属粉末を
1000℃以上の高温にし溶かして造形します。溶けた金属は
固まる際に大きく収縮しますが、下部には土台がありますの

で収縮することができ
ません。このため金属
に強大な力が加わり、時
には割れが発生します。
　SRT工法を用いると、
収縮した金属を膨張さ
せることによりもとの
状態に戻すことができ
ます。

 「SRT工法」開発の経緯を教えてください。

　当社では金属3Dプリンタ販売当初から、2種類の材料と
して代表的なステンレス鋼のSUS420J2とマルエージング
鋼に対応していました。2つの材料とも、どのような大きさや
形状でも造形できるわけではなく、造形方法に大きな制限が
ありました。この制限はSUS420J2の方が厳密で、世界標

準のマルエージング鋼が主流でした。
　しかし、多くのお客様からプラスチック金型の主流材料で
あるSUS420J2を使用したいとのご要望／ご期待、さらにご
支援をいただく機会があり、開発いたしました。

 	「SRT工法」の開発によって、どんな効果が期待できますか。

　世界の金属3Dプリンタメーカーやユーザーが、金属の収
縮による割れや変形に悩んでおり、強大な力が加わっても割
れにくいマルエージング鋼を使用していますが、マルエージ
ング鋼を用いても割れや変形の問題がまったくないわけで
はありません。また、価格も高額であり、プラスチック金型の
場合にはSUS420J2系などの材料を使用したいと考えてい
ます。
　SRT工法はこのSUS420J2材料に対応しており、当社の金
属3Dプリンタ製品全てで使用できるため、プラスチック成形
金型部品への造形適用範囲を大き
く広げることができ、金属3Dプリン
タの販売増加に寄与するものと期待
を寄せています。

※SRT工法：Stress（応力）Relief（解放）Technology（技術）

DDM事業部 副事業部長　
新家 一朗
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